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令和７年度 事業報告書 

－ 特別養護老人ホーム皇寿園 － 

 

Ⅰ． 総括 

 

ⅰ）事業内容 

1．介護老人福祉施設 （定員100名） 

2．（介護予防）併設短期入所生活介護 （定員10名、入所の空きベッドも利用） 

3．居宅介護支援事業 

4．（介護予防）通所介護事業（定員30名） 

5．（介護予防）訪問介護事業 

 

ⅱ）運営の基本方針 

 令和７年度は下記の事項を基本方針として取り組みました。 

1．利用者のそれまでの生き方を尊重したケア（尊厳の保持） 

2．心豊かで自立した暮らしを実現するケア（自立支援） 

3．穏やかな終末期を支えるケア 

 

ⅲ）部門別総括 

１．介護老人福祉施設 

１）職員の配置及び介護・看護従事者の状況 

令和7年度に退職した職員は6名で、いずれも介護職員でした。看護・介護職員全体における離職率は10.0％

となっています。一方で、新たに6名の職員を採用しており、その内訳は看護職員1名、介護職員5名となってい

ます。 

令和8年4月1日現在、介護に従事する職員は 54名で、そのうち看護職兼務が 1名、ケアマネージャー兼務

が 4名となっています。また、看護に従事する職員は 7名で、そのうち 1名は介護職を兼務、5名は通所介護看

護師を兼務しながら、利用者の健康管理を行っています。介護・看護職員の利用者に対する配置割合は、利用

者1.67人に対して職員1人となっています。 

ケアマネジメント体制については、当初、介護職との兼務5名体制でスタートしましたが、退職者が 1名出たこ

とにより、現在は 4名体制でケアプランの管理を行っています。また、機能訓練については、専従の機能訓練指

導員を配置し、多職種との連携のもと、利用者の日常生活動作の維持・向上に取り組んでいます。 

利用者の平均要介護度は 4.12と高く、医療ニーズの高い利用者も多い状況です。そのため、毎月開催している

協力医療機関との連携会議を通じて、医療との連携を図るとともに、介護・看護をはじめとする多職種間の連携

強化に取り組んでいます。 
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２）利用者の推移 

①入所利用申込みの状況 

令和 8年 3月 31日現在の登録者は 79名で、要介護 3以上の登録者は 61名です。昨年度末に入所意向の

確認を全登録者に行っており、今年度は直ぐにでも入所したい方は 5割ほどおられます。 

待機場所別の登録者の状況は別表のとおりで、約半数が在宅（有料老人ホーム等を含む）系の 42名です。ま

た要介護1、2の受付も行っていますが、将来を見据えての申し込みがほとんどで、令和7年度においても特例

入所（新規入所）に該当する登録者はいませんでした。 

令和 7年度は、29名の新規入所があり、うち要介護 4または 5の入所者が 23名で、約 80％の割合となって

おり日常生活継続支援加算の算定基準も満たしております。 

令和7年度は前年度に比べ平均稼働率が 0.7%減少しています。目標稼働率を維持するため、今後も空きベッ

ドを有効活用し、登録者への定期的な状況確認を行い、空室や入院を見込んでの定員超過利用による空床ベッ

ド利用に取り組みます。 

 

②入所利用の状況 

令和7年度の退所者は 35名で、そのうち 30名が死亡による退所でした。死亡退所の内訳は、医療機関入院

中が 9名、施設内で最期を迎えられた方が 21名となっています。 

施設内では看取り介護にも取り組んでおり、令和7年度は13名の方に看取り介護を実施しました。前年度と比

較して10名増加しており、施設内の多職種が連携し、ご家族が付き添いや面会をしやすい環境づくりに配慮しな

がら、協力医療機関とも密に連携し対応しました。 

また、長期入院による契約解除は5名でした。継続的に医療的ケアが必要となったケースや、終末期の状態と

なり、最終的に医療機関または自宅での看取りを選択されたケースもありました。 

新規入所者は 29名で、入所前の待機場所の内訳は、在宅系サービス等が 10名、医療機関が 15名、老人保健

施設が 4名となっています。 

入院状況については、延べ入院日数が 2,373日となり、前年度と比較して 320日増加しました。疾病別では、

誤嚥性肺炎による入院が増加しています。日頃より介護職員と看護職員が連携し、肺炎予防に努めていますが、

今後も多職種連携および医療機関との連携を強化し、異常の早期発見・早期対応に努めていきます。 

感染症については、新型コロナウイルス感染症およびインフルエンザに罹患したご利用者はいませんでし

た。 

令和7年度の施設平均稼働率は92.5％で、前年度比0.7ポイントの減少となりました。主な要因としては、延べ

入院日数が増加したことに加え、新規入所者数は 29名と前年度とほぼ同程度であったものの、退所者数が 35

名と前年度より 12名増加したことが挙げられます。特に、施設内での死亡退所者および看取り介護の件数が増

加したことにより、空室期間が生じ、速やかな入所調整が難しかったことも稼働率低下の一因となりました。今後

も、入院予防、看取り介護の充実、退所後の迅速な入所調整に取り組み、安定した稼働率の確保に努めていき

ます。 
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２．在宅事業部門 

①（介護予防）併設短期入所事業 定員１０名 

併設短期入所事業では、特養本体施設に併設される形でその運営を一体的に実施しており、専用床１０床と

施設入所の空きベッドも利用して実施しています。感染症により利用受入れ休止で稼働率が低下した月もありま

したが、年間実績として、短期専用では８０．８％、空床利用を含めた稼働率は９９．７％となっており、安定した稼

働を維持しています。短期入所サービス利用の主な目的は「介護者の介護負担の軽減」が主ですが、医療的ケ

アの対応、認知症による周辺症状等への対応も多く、さらなる施設内の対応力向上と、外部との連携強化が必

要となっています。 

 

②（介護予防）居宅介護支援事業（在宅介護支援センター） 

居宅介護支援事業では、地域の高齢者福祉に関わる総合相談窓口として、高齢者が地域で自立した生活が

営めるよう、介護保険を中心としたケアマネジメントを実施しています。また、利用者が住みなれた地域にある

医療機関、福祉施設、介護保険の居宅サービス、その他の社会資源を、公平・公正に結び付けていくことを基本

姿勢として取り組んでいます。次年度は、業務の効率化を図りながら、プラン数増に取り組み、利用者の自立支

援に一層取り組んでいきます。 

 

③ 訪問介護・第１号訪問介護事業（介護予防型訪問サービス） 

訪問介護事業では、在宅で生活する高齢者が要支援或いは要介護状態となっても可能な限りその居宅で自

立した生活が送れるよう、介護保険制度に沿った生活全般の支援を実施しています。訪問介護サービスの担い

手不足により、介護予防・日常生活支援総合事業、宮崎市独自の訪問型家事援助サービス事業、介護保険サー

ビスについても新規の受け入れを中止しています。新規ニーズは、継続してありますが、担い手不足が改善さ

れません。次年度も今後の事業継続について検討していく予定です。 

 

④通所介護・介護予防通所介護・第1号通所事業(介護予防型通所サービス) 定員３０名 

通所介護事業では、要支援或いは要介護高齢者が在宅生活を継続できるよう、食事、入浴、機能訓練等のサ

ービスをセンターで提供しています。サービスを利用することで、介護者にとってもその時間は休息の時であり、

在宅での介護を続けていく上で欠かせないサービスです。当事業所では、令和８年３月末現在で、事業対象者３

名、要支援者１２名、要介護者４１名が登録し、曜日別に複数回を利用されており、食事・入浴・レクリエーションを

基本とした「通常規模型」のサービスの中で、ニーズに応じて生活機能の維持向上を目指した予防的な個別リハ

ビリを実施しております。 
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Ⅱ． 具体的な事業とその内容 

 

ⅰ）施設介護サービス 

１）1階 

令和 7 年度は、目まぐるしく過ぎる日々の中にあっても、職員間の情報共有と連携を大切にし、「利用者の状

態を把握し、適切な介護を実施する」ことを念頭に取り組んでまいりました。 

過介助となってしまう場面も見られましたが、利用者の「できること」を見出し、その人に寄り添った支援ができた

ように思います。 

移乗の際にはリフトを使用することで、利用者・職員双方の負担軽減につながり、安心・安楽な介助の実施や、

職員の体調管理にもつながったと感じています。 

また、ほのぼのの活用は定着しているものの、記録漏れが見られたことは課題として残りました。今後は、確実

な記録が行えるよう検討を重ね、徹底していきたいと考えています。さらに、利用者と向き合う時間の確保が十

分でなく、業務に追われる場面も多く見られたため、業務改善の検討と見直しを行い、来年度は利用者一人ひと

りと関わる時間をより多く持てるよう努めてまいります。 

介護事故発生防止においては、骨折を含む事故が多く発生し、日々の観察、状態異常時の対応、フォローケ

アについて改めて検討・周知を徹底する必要性と、事故後の評価の重要性を強く感じました。 

事故の状況を検証し、内容を明確にすることで原因究明を行い、職員へ周知することはできましたが、その後の

指導が十分に行き届かず、課題が残る結果となりました。日常の安全性を確保するためにも、業務分析や人員

配置の見直しを行い、少しでも事故を減らせるよう来年度は取り組んでまいります。 

法定研修（身体拘束・高齢者虐待）では、「不適切ケア」の実態を明確にし、日頃の職員の利用者への接し方を

振り返る機会を設けることができました。個人面談までは実施できませんでしたが、声かけ一つひとつに意識を

持つよう啓発することはできたように思います。しかし、なお多くの課題が残されているため、継続して取り組ん

でまいります。 

令和 7年度は、1名の新規職員が 1階へ配属となりました。エルダー制度を基に、本人の能力や技量に応じ

て無理なく指導することができたと思います。もともと「介護に骨をうずめる覚悟がある」という強い思いを持った

職員であり、1 階の雰囲気や利用者、他職員、利用者家族とのつながりや関係性も築くことができたため、定着

につながったと感じています。 

また、令和 7 年度は数回にわたり感染症対応を実施しました。いずれも初動のタイミングの判断が難しく、感

染拡大に至るほどではなかったものの、他の感染者を出す結果となりました。対応中はその都度ミーティングを

開くことで情報共有を図り、共通認識を持って対応することができたと思います。職員間の連携も図られ、対応

期間が長期化することはありませんでした。課題は多く残りましたが、次年度においても課題解決に向けた検討

とシミュレーションを重ね、よりスムーズに感染症対応が行えるよう取り組んでいきたいと考えています。 

1 階の稼働率は年間平均 90.2％でした。入院やご逝去された利用者が重なったことで、80％台を推移する期

間もありました。 
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また、昨年度より生産性向上の一環として取り組んだ気づきシートについては、職員からの意見を基に、さま

ざまな場面で検討・改善・反映を行うことができたと思います。 

一方で、昨年度は日勤者数の確保が難しい日も多く、利用者との関わりが薄いまま時間が過ぎてしまったよ

うに思われます。そのような中でも、職員それぞれのできることを見出し、検討を重ねながら業務改善につなげ

ていくことが課題として挙げられます。 

来年度も、職員の休養と日勤者数の確保を両立できるよう、職員間の連携と協力を得ながら、利用者と向き合

う時間をより多く持ち、職員自身のスキルアップも図ることで、サービスの質の向上に努めてまいります。 

 

２）２階 

フロア会やケース検討会、毎日のミーティングにおいて、ご利用者様へのケアや業務内容について検討・周知

を行っている。また、業務中の会話や気づきシートの内容についても協議し、対応策等の検討と周知を行ってお

り、業務内容の改善やケア方法の共有を通して、サービスの質の向上に努めた。 

事故やヒヤリハット発生時にも、当日または翌日のミーティングにおいて、原因や防止策について検討し、職

員間で周知を図ることで再発防止に努めた。また、危険箇所やご利用者様の普段と異なる言動等についても共

有し、事故やヒヤリハットの防止に努めている。 

皮膚状態が弱いご利用者様が多く、内出血や表皮剥離といった事故が多く見られた。また、介護度の高い

方々の中には、転倒リスクが高い方や所在確認が必要な方など、見守り方法に注意が必要な方もおられ、対応

が難しくなってきている部分がある。センサー内蔵ベッドの導入など、介護機器も少しずつ整備していただいて

いるため、優先順位の高い方から検討しながら活用している。 

虐待や身体拘束に該当する事案はなかった。しかし、多様な状況にあるご利用者様のケアを安全に行うため、

日々のケアにおいても、声かけの言葉や見守り方法などについては現状維持にとどまらず、常に他に良い方法

がないかを検討している。ミーティング等でも話し合いを行い、無意識のうちに虐待や身体拘束につながること

がないよう注意している。 

今年度は年明けに 2名の職員が入職した。経験年数や資格に差はあるものの、積極的に業務に取り組み、他

の職員ともコミュニケーションを取りながら、職場に馴染んでいる様子が見られる。エルダーを中心に、困りごと

はないか、次に目指したいことは何かを共有しながら、一緒に取り組んでいる。 

しかし、今年度は退職者も続く年となってしまった。経緯はそれぞれであるが、職員とのコミュニケーション不

足や、職員が感じている課題を改善・軽減することができなかったことが大きな要因であると考えられる。今後は、

職員間のコミュニケーションを深め、話しやすい雰囲気づくりに努めるとともに、課題解決に向けた取り組みや多

職種との連携を十分に行うことが課題である。 

今年度、コロナウイルス感染症やインフルエンザといった感染症の発症はなかったが、風邪症状の広がりが

見られた。昨年までの経験により、鼻声や咳などの症状がある場合には、速やかに居室対応やカーテン隔離等

の対応を行うことができた。一方で、消毒の徹底など不足した部分もあったと考えられる。また、居室対応等を行

うことは、ご利用者様の行動範囲を制限することにもつながり、ADLやQOLの低下につながる可能性があるた

め、隔離の範囲や介助のタイミングについては、看護師と相談しながら慎重に判断した。 

今年度は震度4を超える地震が数回発生した。停電等の被害はなかったものの、夜間にも発生しており、地震

のようにいつ起こるかわからない災害に対して、日頃から備えておく必要性を感じる年であった。台風など、ある
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程度予測できるものについては直前に準備や対策を行うことができるが、夜間の急な停電時における明かりの

確保や他フロア職員との連絡方法、特に 2階における吸引が必要な方への対応など、日常的に備え、周知して

おくべきことが明らかとなった。そのため、ポータブル電源や懐中電灯を購入し、保管場所を確定することができ

た。しかし、使用しない期間が長いと緊急時に対応できない可能性があるため、今後も定期的に保管場所や使

用方法の確認を行っていく必要がある。 

限られた職員数で、多様なご利用者様の生活を支えるためには、業務改善を継続して行うことが必要である。

今年度は、おむつの業者変更を行った。パットの品質も向上しており、長時間使用しても不快感が少なく、皮膚ト

ラブルにも配慮されている。単価は上がったものの、個々の状態に適したパットを使用することで、排泄介助の

回数を減らすことができた。これは、排泄ケアを受けるご利用者様の羞恥心の軽減や夜間の良眠、職員の業務

負担軽減につながっている。また、パット1枚あたりの単価は上がっても、適正に使用することで使用枚数は減り、

結果としてコストも大きく増加することなく経過している。 

アドバイザーにも定期的に来園していただき、排泄ケアについての会議を行うことができている。今後も適し

たパットの使用を継続することで、さらなるコスト削減も見込まれる。パットの変更については業者からの紹介が

きっかけであり、職場内での各職種の連携が重要であることはもちろん、関係機関や各業者との連携も重要で

あると感じた。 

次年度より夜勤時間と公休数が変更となり、それに伴って日勤者数も変わってくる。今後も新たな課題が出て

くることが予想されるため、早期に対応できるよう、職員間のコミュニケーションの充実と相談しやすい雰囲気づ

くりに努めていきたい。各職員が働きやすい環境を整えることで、ご利用者様へのケアに還元できるよう、来年

度も取り組んでいきたい。 

 

３）３階 

日々の面会時や利用者懇談会を通じて、利用者および家族からの意見や要望を収集し、サービス内容の見直しや

改善に反映しました。 

 また、毎月のフロア会議やケース検討会議を通じて情報共有と周知を徹底し、多職種連携による支援体制の強化を

推進しました。 

ヒヤリ・ハット事例の分析や、職員間で収集した危険予知の情報をもとに、事故につながる可能性のある要因を早期

に把握し、再発防止策の検討および共有を行いました。 

自身で歩行や移動を行う利用者の事故が多く見られたことから、環境整備や見守りの徹底を行うとともに、利用者一人

ひとりの身体状況や生活状況に応じた個別ケアの実施に努めました。 

定期的な研修（法定研修）を実施し、虐待の定義や具体的事例、早期発見のポイントについて共有することで、未然

防止に対する理解を深めました。 

 また、相談・報告体制を整備し、問題発生の可能性が考えられる場合には、外部専門職との連携や業務体制の見直

し、職員間でのフォローを行いました。 

新規採用職員に対しては、介護技術や専門知識を中心とした職員研修への参加を促すとともに、エルダー制度を基に

不安の軽減を図りました。 

 職場定着に向けた取組としては、安心して働ける雰囲気づくりを重視しました。具体的には、日頃のコミュニケーショ

ンを通じて業務上の悩みやキャリアに関する意向を把握し、適切な配置や業務調整を行いました。今後は、新しいこと

への試みや挑戦も取り入れながら、よりやりがいのある仕事を目指していきたいと考えています。 
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令和7年度は、コロナやインフルエンザの発症はありませんでしたが、風邪症状が見られた際には、これまでの感

染対応の経験を活かし、初動対応力の向上を実感することができました。 

 一方で、災害・防災対策においては避難訓練を実施しているものの、臥床状態からの誘導やベッドごとの誘導など、

より現実的な訓練までは実施できておらず、不安が残る結果となりました。 

職員の負担軽減に向けては、排泄介助の回数を見直しました。パッド交換回数を減らしたことで、利用者の睡眠確

保と職員の負担軽減の双方につながったと考えています。 

 また、主任・リーダーを中心とした定期的なミーティングを通じて、業務改善に関する意識の共有を図り、現場からの

改善提案を積極的に取り入れる体制を整えました。加えて、業務分担の見直しを行い、職員間の声かけや役割配置の

調整を進めました。これにより、特定の職員に業務が集中することを防ぎ、チーム全体として効率的な運営につなげる

ことができました。 

人材不足が課題となる中、できるだけ長く働いてもらうためにも、職員同士のコミュニケーションを大切にし、相談し

やすい風通しのよいフロアづくりを心がけました。 

 今後も、職員が安心して働き続けられるよう継続的な見直しを行い、より働きやすく、よりやりがいのあるフロアの実

現に向けて取り組んでいきたいと思います。 

 

 

ⅱ）短期入所サービス 

コロナによる入所受入調整はありませんでしたが、令和 8年 2月に胃腸炎と思われる症状が見られた際には、

受入調整を行いました。感染性の疾患は年間を通して発生する可能性があるため、入所時のご家族様との情報

交換を大切にしながら、受け入れを行っていきます。 

年度の後半は、施設入所やご逝去により退所される方が多かったため、新規入所も多くありました。それでもす

べての依頼に応じることはできませんでしたが、依頼をしてくださったご家族様やケアマネジャーの皆様に感謝

しつつ、入院による空室の活用等、可能な限り受け入れる前提で調整を進めました。 

依頼の経緯は様々ですが、階をまたいで利用される方もおり、ショートステイのフロアだけでなく、施設全体で連

携し、効率的な受け入れを行いました。 

 

 

ⅲ）居宅介護支援サービス 

１．事業内容 

①居宅介護支援事業 

②介護予防/介護予防ケアマネジメント居宅介護支援事業（委託事業） 

２．令和7度実績 

  ①新規プラン依頼数 

  ②ケアプラン実績数 

  ③介護予防プラン/介護予防ケアマネジメントプラン作成数 

  ④研修受講 

  ⑤地域交流事業 
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 ３．事業計画の推進 

①介護予防プラン/介護予防ケアマネジメントプランの受け入れについて 

利用者の方々が可能な限り自宅において自立した生活を営むことができるよう、その目標を達成するため

に、利用者の選択に基づき、多様なサービスが包括的かつ効率的に提供されるよう、専門的な視点から必要

な支援を行ってきました。 

令和7年度の介護予防プラン/介護予防ケアマネジメントプラン作成件数はケアマネ１人当たり月4.0件でし

た。令和6年度の介護予防プラン/介護予防ケアマネジメントプラン作成件数はケアマネ１人当たり約3.9件で、

0.1 件の増加となりました。要介護者の方を中心に新規の受け入れを行っていますが、要支援者や事業対象

者の方々は早めの介護予防で要介護状態になりにくく、心身の状況が維持していると考えられます。 

 ②ケアプラン実績/新規ケアプランの受け入れについて 

要介護者の方々がその心身の状況等に応じた介護や医療サービス、その他のインフォーマルな社会資源と繋

がりを持ち、自立した日常生活を営むことができるよう、関係機関等との連絡調整やその他の必要な支援を行って

きました。 

令和7年度の要介護者の方のケアプラン作成件数はケアマネ１人当たり月26.7件で、令和6年度の月29.5件と

比較すると、2.8 件の減少となりました。要支援者や事業対象者の方の新規受入れを控えていたことで、要介護者

の方の依頼数も減少したことと、新規の相談を受入れても実績に繋がらないケースが多かったこと、終了者（特に

亡くなられた方）が多かったこと、効率的な業務が行えず記録に時間を取られたことが原因と思われます。 

令和7年度の 1年間の新規受入れ件数は 28件で、内18件の方が実績に繋がりました。 

 令和7年度のケアプラン作成終了者数は 27人となり、令和6年度21人と比べると増加しています。終了者の内

訳は永眠 16人、施設入所 6人（特別養護老人ホーム 3人、介護付有料老人ホーム 1人、老人保健施設 2人）、長

期入院2人、居宅変更1人、本人希望による休止1人となっており、令和6年度に比べると永眠された方が 2倍に

増加しました。 

③地域交流関連事業について 

地域交流事業としては、地域の総合相談窓口としての業務のほか、前浜地区高齢者福祉サロンの開催（年11

回）、前浜地区いきいき健幸運動教室（自主日）の開催（年9回）、ふれ愛サロンわかば（年2回）、前浜地区自

治会長や民生委員、さんさんクラブ（はまゆう会）会長、中央東・檍北地区地域包括支援センター、地域の他

施設や事業所との会議や打ち合わせ、檍地区社協高齢者部会や活動参加、地域清掃、防災フェスタの参加

など、地域の方々や関係機関と協力して顔の見える関係作りを深めることができました。 

令和8年度も地域福祉の拠点として安心と信頼が提供できるよう地域交流や地域貢献に努めると共に、地

域包括ケアシステムの構築、更には地域共生社会の実現に向けて取り組んでいきます。 

④職員研修について 

令和 7 年度は感染症の影響も殆どなくなり外部研修も増えてきましたが、引き続き業務効率化の為のオン

ライン研修も開催されています。宮崎県や宮崎市、宮崎県介護支援専門員協会、宮崎市介護支援専門員連

絡協議会、宮崎県社会福祉協議会、地域包括支援センター、他法人との合同学習会、前浜高齢者福祉サロン

などの園外研修（27）にも参加することができました。事業所内では週１回の伝達会議や月１回の各種委員会
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などで情報の共有や個別ケースの相談、勉強会などを行い、資質の向上に努めました。また、事業所の目標、

介護支援専門員の個人目標を設定し研修計画を実践したり、介護支援専門員実務研修実習の受入れ事業所

として、実習生をスムーズに受け入れることもできました。 

今後も介護支援専門員としての専門性・倫理性を高め自己研鑽に努めると共に、地域福祉の拠点としての

役割が果たせるよう、常に新しい情報を収集し、包括的かつ継続的な支援が行えるよう努めていきます。 

 

 

 ⅳ）訪問介護サービス 

１．令和７年度実施事業 

①訪問介護・第１号訪問事業（介護予防型訪問サービス） 

②家事援助型訪問サービス 

 

２．事業計画の推進 

 （１）利用者の信頼を得る事業者になる 

   利用者の意見及び人格を尊重し、利用者の立場に立ち、能力に応じて、日常生活を営む事が出来るよう配

慮し、生活全般にわたり援助を行いました。サービス内容・時間についても利用者の立場を尊重しながら取

り組んでいます。 

また、サービス提供に関る様々なご意見やご要望などを随時お受けし、丁寧な対応に心がけ、内容によ

っては施設苦情処理委員会に報告し検討及び改善を図りました。あわせて、月次定例会でも事例として提

示し対応の周知徹底を図っています。 

 （２）関係各事業所との連携強化 

①居宅介護支援事業所との連携 

サービス提供について、高齢者がおかれている立場や環境等を考慮し、居宅介護支援事業所を中心

に各専門部署との連携強化に努め、その内容を、個別の訪問介護計画書の作成に反映し、利用者のニー

ズに沿った支援を行いました。 

 

 （３）訪問介護従事者の確保 

   令和7年度は、サービス提供責任者3名と訪問介護員10名でスタートしました。今年度の退職者は 3名、

新規登録なし、年度末での訪問介護員は7名となりました。訪問介護員の高齢化は依然として変わらず、今

後も確保が厳しい現状は変わらないと思いますので、事業継続そのものの検討が必要となっています。 

   訪問型家事援助サービス事業については、退職者 1 名、新規登録なしとなっています。宮崎市と協議しな

がら、事業自体の継続検討も必要となっています。 
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ⅵ）通所介護サービス 

【事業内容】 

１） 通所介護・第1号通所事業(介護予防型通所サービス) 

（定員：30名） 

 令和８年３月３１日現在登録者数 

 ○事業対象者：３名 

○要支援者：１２名 

 ○要介護者：４１名 

 

２）事業計画の推進 

１．利用者のニーズに即したサービス提供 

居宅サービスプランを基に、利用者・家族のニーズにそった目標を計画しました。一人ひとりのサービス内容

についても個別性がでるように努めました。目標を利用者に明確に伝え、職員も一緒に関わることで身体機能

の維持・向上に繋がっていると思います。 

また、通所介護計画書と個別機能訓練計画書の連携にも配慮して作成しています。毎年、満足度調査も実施

していますが、内容を確認すると高いサービス満足度が維持できていることが伺えます。今後も益々サービス

の個別化が必要となっているため、職員間の統一したサービス体制をつくることに努めました。 

 

２．介護予防・日常生活総合支援事業への取り組み 

要支援利用者は、ご家族と生活されている方もいますが、お一人で生活されている方もいらっしゃいます。ど

の利用者の方も、いつまでも住み慣れた家、家族に囲まれて過ごしたいと思われています。私たちは、少しでも

長く自宅での生活が続けられるよう、様々な活動を通して、認知症予防や生活の中で自信が持て、自分の役割

が見つけられるように支援しています。心身の機能維持向上のため、理学療法士による運動機能向上への取り

組みも継続して実施しております。次年度も機能評価方法等工夫しながら、更なる内容の充実を目指していきま

す。 

 

３．感染症や災害への対応力強化 

 感染症委員会及び防災訓練等を定期的に開催しました。また、防災、感染症の内部研修も定期開催し、感染

症予防の意識付けや非常時の対応について確認しています。また、BCP内容を確認し合いながら、現在の動向

に合わせて、随時、加筆修正を行っていきます。シミュレーション研修も実施しています。 

 

４．地域包括ケアシステムの推進 

認知症の利用者が多くなるなか、周りの利用者が優しく支える場面も見られ、職員の関り方や言葉遣いによっ

て不安感が取り除かれ、安心した継続利用に繫がっています。認知症については、内部研修を定期開催し、職

員の対応力向上に努めています。無資格者への認知症介護基礎研修受講が必要ですが、当事業所では該当
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者はおりませんでした。また、情報開示のための介護サービス情報公表も毎年実施しております。地域ケア会

議にも要請に応じて参加しております。今後も地域包括ケアシステム構築の一助となれるサービス提供に努め

ていきます。 

 

５．自立支援・重度化防止への取り組みの推進 

「ご本人の思いに寄り添い尊厳を大切にする」サービス提供を基本姿勢として、利用者が安心して過ごせるよ

うに対応しました。また、中重度の要介護状態にある利用者が今後も無理なく在宅生活が継続できるよう、生活

機能の維持を目的とした機能訓練を実施し、加算も取得し、ご利用者、ご家族にも喜ばれています。入浴加算に

ついては、個別支援の時間の確保やハード面整備等課題も多く、加算取得には至りませんでした。ただし、入浴

に関する研修を実施しながら考え方や介護方法は、自立支援を今まで以上に意識した支援ができています。 

 

６．介護人材の確保・介護現場の革新 

 デイサービスでの資質向上の取り組みの中心はＯＪＴ研修になりますが、日常業務の中で管理者等からの指

導・助言等による資質向上に努めています。また、法人及び事業所内で実施された職場内研修、キャリアパス

研修計画に添って参加した外部研修の復命伝達により、職員が共通した見識を深められるよう取り組みました。

ＳＤＳの支援としてケアマネジャー資格取得支援を挙げておりますが、本年度は受験者はおりませんでした。 

実習受け入れの環境を整え、その目的が達成されるよう心がけています。本年度は、延べ 26名の受け入れ

を行いました。これからの高齢者介護或いは福祉サービスを担う実習生や研修生育成の重要性を考え、学校と

も調整しながら、受け入れを継続していきたいと考えています。今後も充実した実習内容で目的が達成させるよ

う心がけていきます。指導にあたっては、利用者やご家族がデイサービスに求めていることやデイサービスの

役割を理解してもらえるよう指導しました。また、指導する職員にとっても日頃のサービス提供の基本姿勢を確

認できる良い機会と捉えて、その指導にあたっています。 

全ての記録を電算化しており、業務効率化およびご家族、ケアマネジャーへの円滑な情報提供に繋げていま

す。本年度は、新たなシステムを導入し、計画書、評価等の更なる内容充実、業務効率化が図られました。また、

老サ協アプリを使用した情報提供も継続させており、今後も活用を検討しています。次年度は、AIの活用等も視

野に更なるDX化推進を目標にしています。 

科学的介護実践のため LIFEへの情報提供についても加算取得も併せて検討中です。また、各種マニュアル

についても定期的に見直しを行い、整備しています。 

ハラスメント対策についても職員への内部研修を定期開催し、利用者、ご家族へも理解を得るため文章配布

や重要事項説明書への文言追加等しております。また、高齢者虐待防止、身体拘束廃止についても会議、研修

を定期開催し、外部研修の内容を復命し、啓発していく事で予防することができています。 

 

７．地域貢献活動 

 実施するサービスが地域住民に広く周知され、地域の中の社会資源の一つとして有効に利用していただける

よう啓発に努めています。法人で実施している地域貢献活動(地域サロン等)、地域住民との合同防災訓練への
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参加および事業所周辺の清掃活動を行うことで「地域の中の事業所である」ことの認識を職員が自覚することが

できました。この取り組みは今後も継続し、事業所が身近な存在となれるよう取り組んでまいります。ボランティ

ア活動も積極的に受け入れています。 

 

８．事業発展への取り組み 

 「選ばれるデイサービスづくり」を目指して取り組みました。要支援、要介護状態の違いに関らず、利用ニーズ

があれば積極的に受入れ、食事と入浴だけでなくレク活動を主とした余暇活動、生活機能の維持を目的とした

個別機能訓練に力を入れ、満足していただけるサービス提供に努めました。体験利用の状況がご家族、ケアマ

ネジャーにも伝わるように報告書を作成し、また、日々の利用風景や出来事について広報紙やホームページへ

発信するなどの情報発信を行っています。また、ご家族への報告書、連絡帳の電算化による内容の充実や毎

月のケアマネジャーへの報告書等についても書面でわかりやすく、期日を守って提供することで、新規利用者

が途切れることなく事業実績は推移しています。 

 

９．サービス別状況 

 ①入浴 

  入浴は、心地よい疲労感が得られることで自宅での夜間安眠を促し、自宅での生活リズムを維持する上で欠

かせないものと考えます。機能訓練等に特化して入浴サービスを実施しない事業所が増える中、当事業所で

は従来から基本サービスの一つに位置づけて実施しており、多くの利用者からも好評をいただき、利用満足

度を高めているサービス要素の一つとなっています。実施にあたっては、健康チェック、全身状態の把握、安

全面・衛生面、プライバシーへの配慮に心がけています。入浴加算も創設され、加算は取得しておりません

が、入浴に関する研修も実施し、今後も家庭での入浴が可能になる方法を意識しながら支援を行っていきま

す。 

 ②給食 

利用者一人ひとりの摂食状況に合わせて、食事形態や量の調整を行い、安全で美味しい食事提供を心が

けています。また、季節の行事やイベントに合わせた食事会の実施や、利用者と一緒に献立を考える利用者

献立の日を設け、食を通しての会話が増えるような楽しい食事提供を行いました。 

現在、物価高騰などの問題はありますが、次年度も引き続き、給食の質を維持しながら利用者のニーズに

応えられるような食事提供を行っていきたいと思います。 

衛生面に関しては、日清（株）のマニュアルに基づいて調理を行っています。 

 ③健康管理・衛生管理 

利用者の疾病状況や既往歴について、面接時に担当ケアマネジヤー、主治医、本人、家族からの情報収

集を行うこととし、特に日々の自宅での状況を把握することで利用時の容態変化等に即時対応ができるよう

心がけています。また、年間を通じて感染症予防対策には力を入れており、コロナウイルスやインフルエン

ザ、ノロウイルス感染症が多発する季節には、家族の方々へも予防啓発を実施しています。また、衛生管理

面においては、車両内外、館内の毎日の清掃、消毒、厨房内の消毒、冷蔵庫内の清潔管理、浴室の使用毎
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の消毒を定期的に実施しております。 

 ④機能訓練 

理学療法士を配置し、個別・小グループでのストレッチ体操や訓練を個別機能訓練計画書に基づいて実施

しています。個別訓練では、平行棒や手すりを利用した下肢筋力アップ、ボールや器具を使用した筋力維持、

向上を目的とした訓練等を、小グループでは要支援の方を中心に、器具やテーブル、ＩＣＴ機器等を利用して

下肢筋力を中心に認知症予防体操を交え、２０分から３０分程度行いました。今後もこの取り組みを推進し、更

なる内容の充実を図っていきます。本年度は、新たなシステムを導入することにより、計画書、評価等の内容

充実、業務効率化が図られました。 

⑤送迎 

送迎においては「安全第一」として、送迎車両３～４台でエリア単位に運行しています。自宅と事業所を往復

するだけでなく、一人暮らしや認知症の方に対しては、火元・電気の確認、戸締まり、薬の服薬確認などの配

慮を行っています。また。ご家族と唯一顔を会わせることの出来る機会でもあり、限られた時間の中で可能な

限り情報交換に務めています。地域の特性として小さな路地を通るルートが多いこともあり、歩行者や自転車

などにも十分注意を図り、事故の無い送迎を実施してまいります。 

 ⑥クラブ活動、レクリエーション 

クラブ活動、行事、レクリエーション等の活動は、利用者にとって利用時の楽しみの一つです。その実現の

ために実施プログラムを立案・検討し、ＩＣＴ機器もうまく活用しながら、利用者皆が楽しめる内容で実施しまし

た。（＊行事の状況参照） 

 

 

ⅶ）部門共通 

１．給食サービス 

（1）食事提供 

食事は日清医療食品に業務委託しており、シン食事サービスという食事提供方法を導入しています。 

朝食と夕食は、調理済みの冷凍食材をリヒートウォーマーで再加熱して提供しています。これは、調理に携わる

人材の不足や食材の高騰など、様々な課題に対応するために導入された食事提供サービスです。朝食・夕食の

献立は全国統一で、味付けも標準的であることから、評価が分かれる面もあります。 

 一方、昼食については施設の管理栄養士が作成した献立をもとに手作りで提供しています。利用者の好みや

地域性のある味付けを考慮して献立を作成しており、手作りならではのおいしさがあり、利用者にも喜ばれてい

ます。 

 食事形態に関しては、これまで同様、五つの食事形態に分けており、食事摂取状況に応じて複数の形態を組

み合わせることで、一人ひとりの摂食機能に合わせた食事提供を行っています。今後も安全に留意しながら、利

用者のニーズに合わせた満足度の高い食事提供を目指していきます。 
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（2）食事に関する活動 

毎月、季節の行事に合わせて旬の食材を用いた献立を取り入れ、行事食の提供を行っています。お弁当箱で

の提供など、普段とは違った雰囲気で食事を提供することで、食への関心や食欲の増進につながっています。 

ライトガーデン（喫茶の日）は月に 1回、1階ホールで開催しており、季節感のあるデザートや飲み物を楽しみな

がら、利用者、ご家族、職員との交流を図ることができました。 

 また、利用者参加型のレクリエーションとして、昔ながらの梅仕事や金柑煮、お菓子作りや料理作りなどを利用

者と一緒に行うことで、楽しみながら身体機能の維持を図ることができています。 

 

（3）栄養管理（栄養ケアマネジメント） 

利用者一人ひとりのニーズに合わせて、食事摂取の支援や栄養状態の改善を目標とした栄養ケアプランを作

成し、そのプランに沿って栄養管理を行いました。食事摂取状況や体重の変動をこまめに確認し、多職種で検討

を行うことで、摂食機能や喫食状況、身体状況の変化を把握し、低栄養や誤嚥リスクの軽減につなげることがで

きました。 

 また、誤嚥性肺炎予防の観点からも口腔ケアの重要性を再確認し、歯科の協力体制のもと、口腔内の清潔保

持に努めました。今後も食事、排せつ、口腔ケアなど多方面からアプローチしながら、利用者の園生活を支援し

ていきます。 

 

（4）食中毒予防及び衛生面 

食品衛生に関しては、調理時における衛生マニュアルの徹底、調理従事者の体調管理および毎月の検便の

実施、施設設備の適切な管理を行うことで、食中毒を発生させることなく安全に食事提供を行うことができまし

た。 

 

 

２． 防災 

皇寿園・明星園・デイサービス合同の防災訓練を実施しました。３回目の地域防災行事を終え、互いの関係も

深まりました。今後の在り方について、今一度確認する時期に来ています。 

 

 

３．保健衛生 

（１）利用者の健康管理 

阿波岐ヶ原病院の医師が嘱託医となり、日々の利用者の状況報告、毎週火曜日の回診、利用者対象の健康

診査（胸部レントゲン撮影・心電図・血液検査等）、外来担当医師のもとでの定期受診、体調不良時の外来受診、

緊急時の対応等、昼夜問わず必要に応じた対応が可能となるような協力関係が構築できています。専門医によ

る精密検査の必要が生ずれば、嘱託医の紹介を受け近隣病院への受診体制も整っています。 

また、協力医である歯科医師の診療、歯科衛生士による専門的な口腔ケアの実施やアドバイスを受けられる

環境も整っており、さらに年に2回の歯科医師・歯科衛生士による歯科指導・研修を受け、学んだことを日々のケ

アに生かしております。利用者に、『できるだけ経口摂取で』 『食の楽しみを持ち続けることができる』 『誤嚥性
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肺炎予防』など、生活に楽しみや広がり、また内科疾患の罹患率が防げるよう利用者の援助につなげていきま

す。 

(入院状況) 

昨年度と比較し、入院者数が増えており、その中でも誤嚥性肺炎を含む肺炎が原因での入院の数が増えて

おります。嚥下力の低下がみられる利用者数名が繰り返し入院をされました。日頃から利用者が肺炎を起こす

リスクがあることを認識し多職種と肺炎予防に努めておりましたが、罹患を防ぐことができませんでした。罹患を

繰り返すことで、体力・身体機能が低下し、肺炎をおこすリスクがまたあがるという悪循環に陥りやすい状況で

す。日ごろの小さな変化に気づき、ケアの工夫や継続的な観察を行い、状態の悪化を予防できるよう職員全体

でより一層努力してまいります。また、状態の変化やリスクを都度家族に説明し、状態の受け入れ・ご理解をい

ただけるようにしていきます。 

また、今年度は 4月、9月、12月の季節の変わり目に風邪症状がフロア内で拡大してしまい、数名入院となり

ました。季節の変わり目は利用者の心身の負担が大きく体調の変化をきたしやすいため、利用者の環境・状態

に注意して、体調の変化の早期発見・対応に努めてまいります。 

（褥創ケア） 

今年度は 5件の褥創に対するケアを行いました。 

3件は施設外、2件は施設内での発症でした。5件中3件は、毎日の処置、姿勢の調整、ケアの工夫などを行

い、治癒の診断をいただいております。拘縮のある手指同士の圧迫によるものや骨折保護具の圧迫によるもの

など原因はさまざまにありました。皮膚トラブルの危険性を予想し、日ごろの観察・ケア、多職種での情報共有を

行いながら、次年度は褥創発症ゼロを目指してまいります。 

（看取りケア） 

今年度は 13 名の方に看取りケアを行いました。看取りケアを開始するにあたり、その進め方、多職種との連

携、家族への介入など課題がたくさんありましたが、利用者・家族、多職種と話し合いを行い、嘱託医の協力を

得ながらその利用者らしさを念頭によりよい最期の時間を過ごせるように努めてまいりました。まだ課題も多い

ですが、その人らしい最期が迎えられるように次年度も取り組んでまいりたいと思います。 

利用者や家族より「最期まで皇寿園で過ごしたい」というお言葉をいただき、最期の時間を一緒にすごさせて

いただけたのは、それまでの皇寿園での生活や関係性に信頼をいただけた結果の一つではないかと考えてお

ります。看取りケアの時間だけでなく、それまでの過程も大事にしてまいりたいと思います。 

 

（２）職員の健康管理 

定期的に年 2回の健康診査が実施されておりますが、今年度の健康診査は、1回目は 4 月に、2回目は 10

月に実施しております。健康診査の結果を踏まえ、個人に直接あるいは文書にて指導があり、その指導事項に

従い自己管理に努めています。今年も、健康診査の受診率が 100％となっております。今後も心身共に健全な

状態で就業出来るように、必要時は、産業医の意見も仰ぎながら、職員の健康面に関しての取り組みを行って

います。 

毎年、心の健康づくり計画に基づき、ストレスセルフチェックを実施しております。その結果をもとに、職員の
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心の健康を守る職場作りをしていきます。今後も、職員一人一人の日常の業務や人間関係の悩み、苦痛等を和

らげられるよう日頃から傾聴し、衛生委員会を中心とし心身共に職員全体の健康管理ができるよう取り組んでい

きます。 

 

（３）施設内の感染予防と対策 

今年度は感染症委員会から健康管理委員会に名前を変え、気持ち新たに感染症対策に取り組んでまいりま

した。幸いなことに、今年度は利用者の新型コロナウイルスやインフルエンザの感染はありませんでした。しか

し、風邪症状や胃腸炎の拡大がみられており、その都度感染対応の協議を行ってきましたが、その対応につい

ては色々な課題がでております。軽微な症状から複数人の利用者の発症につながってしまい、感染症の恐ろし

さを痛感しております。次年度も、健康管理委員会を中心に利用者の状況や職員の負担・経済的な負担など多

方面に考慮しつつ、今年度の課題を生かして施設でできる最良な方法を検討してまいります。また、感染対応

の中、利用者の精神的負担が大きかったことや転倒・転落が起きたケースもありました。感染対応を行う事の影

響もしっかり認識し、利用者が安全・安心して過ごせる対応を随時検討していきます。 

今年度、コロナやインフエルエンザの感染拡大がなかったことは、社会的流行の減少だけでなく、日ごろから

の施設での取り組みも功を奏したのではないかと思いますが、職員の感染症による知識や意識が薄れる懸念

もあります。次年度は感染症対応のシミュレーションを行いながら、感染症に対する知識・技術について徹底し

て確認し、利用者・家族が安心できる対応ができるようにしてまいります。 

 

 

４．事故発生防止対策 

事後・ヒヤリハット事案について、月毎に、各階でとりまとめ、重大・困難事案について、委員会で協議・共有し

ています。虐待防止についても、同じ委員構成で協議し、対応困難な利用者等について職員側の負担や課題を

共有する取り組みを行っています。事故・虐待に関連する課題は、何れも、認知症による理解力低下やＢＰＳＤ

に伴う事案が多くを占めており、職員の資質向上と環境整備が不可欠です。また、両委員会は利用者のＱＯＬと、

職員のモチベーションに直結する為、前向きな視点も踏まえ、活動しています。 

 

 

５．職員研修 

（１）施設内研修（OJT） 

介護保険制度の運営基準に基づく法定研修を含め、研修企画委員を中心に年間計画に沿った研修を実施い

たしました。施設全体での一斉参加が困難な状況を鑑み、各フロア単位で開催することで受講機会を確保して

います。 研修後は、参加者がフロア内での復命（伝達研修）を行うことで、内容の周知徹底に努めています。ま

た、キャリアパスの一環であるエルダー教育についても、新卒・中途採用職員に対して計画的に実施しておりま

す。 
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（２）施設外研修（Off－JT） 

宮崎県社会福祉研修センター、介護労働安定センター、宮崎県介護福祉士会等が主催する研修に、各職員

の経験年数や過去の受講履歴等を勘案して、介護職員処遇改善キャリアパス計画に沿って参加しています。受

講者には、職員会議やフロアー会議の場において復命報告を求め、他職員が情報を共有できるよう努めていま

す。 

 

（３）資格取得等自己啓発支援（SDS） 

介護職員に占める介護福祉士国家資格の保有率は、令和 8年 3月時点で 87.3％です。介護支援専門員の資

格取得については１名の合格者が出ています。今後、介護職員を安定的に確保していくためにも、無資格者の

資格取得の支援や、介護福祉士他各種資格取得の支援を継続的・計画的に取り組んでいきます。 

 

 

６． 地域交流 

（１）視察・研修 

令和7年度は視察の受け入れはありませんでした。 

（２）ボランティア・人材育成事業の推進 

利用者家族の継続ボランティア、補導委託による活動、中学校の体験学習を受け入れました。 

（３）地域への情報発信 

広報誌「きらめき」は、皇寿園各階、各部署の様子や、有意義な情報提供につとめました。また、法人アカウン

トによる SNS投稿への取り組みを開始しました。 

 

 

７． 実習及び研修等の受入れ 

令和7年度は、介護福祉士資格取得を目的とした実習を2校、看護師、歯科衛生士養成校の高齢者の理解の

ための実習を 4校、職場体験等を１校の計84名の実習生の受け入れを行いました。（令和6年度は年間94名） 

令和7年度も引き続き感染症予防対応の中での受け入れとなり、受け入れの際は、事前に学校側に要綱を送

付し、十分に指導をして頂いた上で実習に臨んでもらいました。実習期間中も検温や体調確認を行い感染症予

防対策を行った上で様々な介助の実習を行ってもらいました。実習生の受け入れ期間中に園内で感染症が発

生することもあり、学校側との連携を図りながら、実習するフロア（又はグループ）の変更を行うなど、発生した感

染症の状況や実習生の体調に配慮し対応しました。 

介護福祉士資格取得を目的とした実習生の受け入れについて、それぞれの実習段階や年齢により基礎知識

や資格取得に対する意欲等に違いはあるものの、緊張感の中にも積極的に学ぶ姿勢が見られ、実習中の様々

な経験を通し、介護・福祉に対して奥深さや楽しさ、大変さの中にもやりがいを感じた等、前向きなものを得るこ

とが出来ていた印象があります。利用者の生活の場に実習生が入ることで、時には介護過程の展開や介護技

術の体験・習得の為に、利用者に協力して頂き負担をかけている一面もありますが、多くの利用者からは実習
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生との関わりを喜んでいる様子や、普段とは違う表情や感情の表出などの新たな一面を見ることもできました。

現場の職員にとっても、実習生への指導を通して、自分たちの普段行っているケアについて根拠を示しながら

伝える機会、又は振り返る機会となり、良い刺激になっているように思います。令和 7年度に受け入れた実習生

の半数以上は看護師や歯科衛生士等医療系の実習生でした。また、介護福祉士資格取得を目標とする学校に

内 1 校が今年度で学生の募集を終了するとの事です。高齢者の生活を支える上で、医療と介護の連携は非常

に重要である為、医療従事者を目指す実習の受け入れにおいても、高齢者の生活を支える上で必要な様々な

知識や技術、生活の場である施設における多職種連携のあり方についても学ぶ機会を提供できたと思います。 

上記にもありますが、現在、介護福祉士資格取得を目的とした養成校の学生数は減少を続けています。実習

生は私達専門職の後進として介護・福祉の業界で活躍する可能性のある貴重な人財であり、専門職としての知

識や技術を学ぶ、学校での学びを実践し理解を深める、また昨今の多様化する要介護高齢者のニーズと多職

種連携の在り方を学ぶ立場として、実習に臨んでいるということを念頭に置き、今後も実習生の受け入れや指

導を行っていきたいと考えます。また、社会全体で人手不足が問題化している現在、介護人材不足も大きな問

題となっています。一人でも多くの人が、介護の仕事に興味・関心を持ち、今後の介護の担い手として繋がって

いけるよう、インターンシップや職場体験、介護の体験等の受け入れについても積極的に行っていきたいと思い

ます。 

今後も利用者の生活を最優先に考えながら、十分な感染症予防対策を講じていくと共に、学校や関係機関と

の連携を図っていくことで、可能な限り実習生の受け入れを行っていきます。 

 

 

８．行事関係 

各期でのクラブ活動や行事も徐々に拡大することができるようになりました。全体行事として毎月のライトガ

ーデンは 2階で体調不良が多く令和7年9月、インフルエンザ警報発令中の１２月のみ各階で開催しました。体

調不良の利用者様には持ち帰って各階で食べる事もありましたが、1 階ホールでの開催を基本とし継続してい

ます。 敬老会については明星園と合同で久しぶりに消防団音楽隊に来て頂く事ができました。迫力のある演奏

に利用者様の笑顔や笑い声を聞くことができ、新しい施設長を紹介できるいい機会にもなり、大変盛り上がり楽

しい時間を過ごす事ができました。今後も感染の状況の見ながら各階でのクラブ活動や行事、全体行事に関し

てもご家族にもお声かけ、外部の方々を呼ぶことで、用者様方にいつもとは違う空気や刺激を利味わって頂き

たいと思います。 


